






Ｉ Ｉ Ｐ り ― ―

図
14
 
土
地
利
用
の
様
相
⑤
 (
平
安
後
期
～
室
町
時
代
、
集
落
〉

図
15
 
土
地
利
用
の
様
相
⑥
 (
中
世
素
掘
溝
、
江
戸
時
代
)



京の地割はほぼ残存するが、時期が下るにつれ、三条大路の北の坪境小路より北では南北道路(

以南では東西道路の相当部分が次第に取捨選択された様相が推察される。素掘濤の在り方が広域

的に類似することも考慮すれば、開発や営農において限られた主体によるこうした地割を単位と

する何らかの規制が働いた可能性がある。条坊関連の地割の内部は、現在でも素掘濤と同じ方向

の細長い地割がみられることを考慮すれば短冊状に細分されていたと考えられる。

⑦は、現況の土地利用の原形で、水田が新に低地にも拡大したのは作土直下の砂質シルト層の

出土遺物を考慮すればこの時期とみなされ、低地の埋積と関係すると思われる。砂質シルト層の

層相や地山上面の形状からは微高地斜面から掘削した地山で埋め立て造成したことがわかる。こ

れに伴い河川の護岸や付替えも行われた可能性がある。微高地上の耕作地の地割は、鎌倉。室町

時代の素掘濤と現地割との関係から、当初は鎌倉。室町時代以来の地割が残存していたが、条坊

の踏襲部分以外は事情に応じ次第に変形したと推察される。条坊の踏襲部分が残存したのは前代

の開発や営農の規制が継続した結果と思われる。また、居住地に関連する遺構がみられないこと

から、現在の集落もこの時期に成立したと考えられる。

3.植生の分布 (図 16)
植物遺体分析で確認された木本類は、①カシを主とする照葉樹林、②照葉樹林の代償植生とし

て成立したコナラやマツを主とする二次林、③ムクロジ、ハンノキ等の適湿地の疎林や湿地林、

の大きく3種類の植生を示唆する。花粉の飛散距離は概して大きく広域的な様相を反映すると考

えられる。また草本類は、④ヨモギやイネ科を主とする乾陸性の雑草植生、⑤カヤツリクサ科や

サジオモダカ等の水湿性の雑草植生、⑥耕作地の植生、の大きく3種類の植生を示唆する。花粉

の飛散距離は概して木本類より小さく、いずれも堆積地周辺が人里の開けた環境であることを反

映する。他の状況証拠として縄文時代中期の灰化物の集積は森林植生の存在を、縄文時代前期以

前の地山の黒色粘土層は水湿性の草原植生の存在を、地山や江戸時代の堆積層の上面に集積する

酸化鉄。マンガンの斑紋は水稲耕作をそれぞれ示唆する。

木本類のうち①は、縄文時代晩期。古墳時代前～中期。奈良時代の分析結果で認められ、花粉

は出現頻度が高い。炭化物の集積が示唆する縄文時代中期の森林植生も、奈良盆地の当時の植生

の動向を考慮すれば照葉樹林と判断される (松岡1984)。 したがって、照葉樹林は縄文時代中期

から奈良時代にかけてのこの地域の主要な森林要素と考えられる。②は、古墳時代前～後期・平

安時代後期の分析結果で認められ、花粉は出現頻度が比較的高い。集落が成立する弥生時代にも

成立していた可能性がある。奈良時代の分析結果で認められないのは、平城京造営により伐採さ

れた結果と考えられる。現在の植生も考慮すれば、平安時代以降のこの地域の主要な森林要素と

考えられる。③は、縄文時代晩期・古墳時代前～中期・奈良時代。平安時代後期の分析結果で認

められるが、花粉は出現頻度が低く局地的な分布と考えられる。

草本類のうち④・⑤は、古墳時代前～中期・奈良時代・平安時代後期の分析結果で認められる。

④は花粉の出現頻度が高く主要な雑草植生と推察される。⑤は出現頻度が低く局地的な分布と考

えられる。⑥は、古墳時代前～中期にアブラナ科、平安時代後期にソバ属のいずれも畑作植物が

確認されている。イネは前述したように本格的な栽培は鎌倉時代以降と想定される。

1・ 2で想定された過去の土地条件との関係については、木本類では①が縄文時代中期から奈

良時代にかけての微高地や後背地の段丘、②が弥生～奈良時代の微高地及び後背地の段丘の開地

周辺と平安時代以降の後背地の段丘、③が低地から微高地及び後背地の段丘縁辺にかけての地域

及び弥生時代以降の集落内の濤や水路付近に、車本類では④が弥生時代以降の集落内の空閑地や
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低地 〈緩傾斜扇状地〉 微高地 〈緩傾斜扇状地〉 段丘 (後背地)

カンを主とした照葉樹林が広域に分布

●縄文時代中～晩潮

キャンプ

通湿地の疎林・湿地林

水湿性の草原

ヨナラやマツの二次林が広域に分布
カシを主とした照葉樹林が減少

0平安時代後期以降
耕作地の植生 (畑作植物、イネー鎌倉以降の可能性 )

人里の雑革植生

連湿地の疎林・湿地林
水湿性の革原

↓

※江戸時代の改変―低地の水田化

カシを主とした照葉樹林

ヨナラやマツの二次林

カシを主とした照葉樹林

ヨナラやマツの二次林

図16 景観変遷概念図 (地形・土地利用・主要植生)
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畑地、⑤が弥生時代以降の集落内の濤、水路、水溜まりや鎌倉時代以降の水田、⑥のうち畑作植

物は古墳時代の集落内と平安時代の微高地一帯の畑地、イネは鎌倉時代以降の水田にそれぞれ比

定される。加えて縄文時代前期以前の地山の黒色粘土層で示唆される水湿性の草原植生は現在で

もみられ、いずれの時代も低地で局所的に分布した可能性がある。

以上から縄文時代中期以降の対象地域の植生の変遷を概観すると、縄文時代中～晩期はカシを

主とする照葉樹林が広範に分布していたが、弥生時代以降集落が営まれると、集落内では雑草を

主とする人里植生に、集落周辺の森林はコナラやマツの二次林にそれぞれ変化し、照葉樹林が減

少するという推移が読み取れる。特に奈良時代以降は森林植生が後背地まで後退 し退行的な遷移

が進み、雑草や栽培植物を主とする人里植生が優占したようである。奈良時代の森林植生の退行

は、建替えの際の建物や井戸の部材の流用を考慮すればかなり進んでいた可能性がある。

Ⅳ 終わりに
地形・地質、植生及び人間の土地利用は、人間の生活環境を考える際の基礎的な要素である。

地形・地質は熱・水・風の配分と関係 し、植生の在り方を規定する。植生は食料となる等の点で

人間を含む動物の活動に影響する。土地利用は人間の社会や生活様式を反映する他、植生の在り

方も規定する。したがって、これら3つの要素を反映する発掘調査成果を総合して景観復元を行

えば、その地域の人間の生活環境の変遷を大枠で把握することができる。

本稿では、菅原町 。青野町地域において発掘調査成果をもとに縄文時代以降の地形・地質、植

生及び人間の土地利用に関して考察を行い、人間の生活環境の変遷を大粋で把握することができ

た。ただし、この地域で現在行われている発掘調査は奈良時代の平城京を主とした地山上面の遺

構を確認することを目的としており、データが特定の分野に限定され偏在する点で十分とはいえ

ない。①低地における遺構や河川等諸要素の把握、②各時代の広域的な植物遺体分析データの充

実、③火山灰分析や放射性炭素年代測定のデータを用いた地山の形成過程と縄文時代遺構の有無

の究明、の 3点については不十分であり、今後のデータの充実は急務であると思われる。

謝辞 天理大学天理参考館の金原正明氏、仰古環境研究所の金原正子氏には菅原東遺跡の花粉分
析、奈良教育大学の西田史朗教授には同遺跡の火山ガラス分析に御協力いただいた。これらの方

々に深く感謝します。
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菅原東遺跡の花粉分析

天理大学附属天理参考館 金原正明

棚古環境研究所 金原正子
菅原東遺跡 (古墳時代)において計13試料の花粉分析を行った。

花粉粒の分離抽出は、以下の順で物理化学処理を施して行った。① 5%水酸化カリウム溶液を

加え15分間湯煎する。②水洗した後、0,511nの飾で礫などの大きな粒子を取 り除き、沈澱法を用

いて砂粒の除去を行う。③25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。④水洗した後、氷酢酸

によって脱水し、アセトリシス処理 (無水酢酸 9:1濃硫酸のエルドマン氏液を加え 1分間湯煎)
を施す。⑤再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。⑥沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、

グリセリンゼリーで封入しプレパラー トを作成する。以上の物理 。化学の各処理間の水洗は、15

00rpm 2分間の遠心分離を行った後上澄みを捨てるという操作を 3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラー ト作成後ただちに、生物顕微鏡によって300～1000倍で行った。結果は同定

レベルによって、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類 した。複数の分類群にまたがる

ものはハイフン (― )で結んで示した。な為、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に分

離できる場合はそれらを別の分類群とした。イネ属に関しては、中村 (1974、 1977)を参考にし、

現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して分類し、固体変化や類似種がある

ことからイネ属型とした。

I 第257-2次調査 S D04
試料 壁面から上位より1～ 7の 7層準を採取した。シル トを主とするが砂の多い部分もある。
結果 下位より6。 7では樹木花粉の占める割合が草本花粉よりも高く、コナラ属ヨナラ亜属
が優占しコナラ属アカガシ亜属もやや低率ながら出現する。草本花粉ではヨモギ属とイネ科が優

占しオモダカ属がやや高率に出現する。 5ではヨナラ属アカガシ亜属が急減しコナラ属コナラ亜

属がやや増加する。草本花粉ではイネ科が急増し他にサジオモダカ属が出現している。

植生の復元 周辺の森林はヨナラ属コナラ亜属が多く、これは森林植生の破壊に遷移する途中
相林 (二次林)を形成するコナラであったと考えられる。コナラ属アカガシ亜属は下位に花粉が

ある一定量出現するため、カシの原生林も下位の時期には周囲に残存していた。しかし上位にな

るとカシ林は著しく減少する。人為による植生に破壊とみなされよう。濤の周囲にはヨモギ属や

イネ科などの乾燥地を好む草本が分布し、濤にはオモダカ属やサジオモダカ属などの水湿地草本

が繁茂していた。なお、濤の周囲には水田は営まれていなかったと考えられる。

Ⅱ 第257-3次調査 S X22
試料 周濠部分の壁面から上位より1～ 6の 6層準を採取した。
結果 下位より6では草本花粉のヨモギ属が優占し60%に も達する。草本花粉では他にイネ科
がやや多い。樹木花粉ではコナラ属コナラ亜属とコナラ属アカガシ亜属が優占する。 5ではヨモ

ギ属がやや減少する。 4になるとコナラ属アカガシ亜属が急減する。ヨモギ属は上位に向かって

減少傾向を示し、イネ科は 3ま では増加傾向を示す。アブラナ科は4でやや多い。 2ではカヤツ

リグサ科が急増 し約40%を示す。 1・ 2ではサジオモダカ属が出現する。なお、各試料とも草本

花粉の占める割合が樹木花粉より高い。

植生の復元 周囲は乾燥を好むヨモギ属が分布する乾燥地が広がっており、樹木はやや少なかっ
た。周濠部分はサジオモダカ属やオモダカ属の繁茂する水湿地であった。周囲の森林はコナラの
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A:市第2573次 ITR査地  S X22
B:市第257‐ 2次調査地  S D04

図 菅原東遺跡における主要花粉組成図 (花粉総数が基数)

二次林 (途中相林)が分布し、下位の時期にはカシ林がまだ残存するが上位では著しく減少する。

中位ではアブラナ科花粉が高率になり畑作が行われていたと考えられる。上位では周濠部分が湿

地化してカヤツリグサ科が繁茂していた。なお、イネ属型は少なく、周囲で水田があまり営まれ

ていなかったと推定される。

Ш まとめ
(1)乾燥を好むヨモギ属などの草本が分布する比較的開けた景観であった。

(2)S D04と S X22の周濠部分は水域をもち、オモダカ属やサジオモダカ属の水湿地草本が繁茂

していた。

(3)イ ネ属型花粉は少なく、周囲で水田がほとんど営まれていなかったと推定される。

(4)S D04や S X22の周辺はコナラ属コナラ亜属 (コ ナラ)の二次林 (途中相林)が分布し、下

位の時期にはコナラ属アカガシ亜属 (カ シ)林がまだ存在するが、上位では著しく減少した。

(5)奈良盆地の古墳時代の他遺跡の花粉分析結果と比較 して菅原東遺跡周辺は著しく二次林が行

われており、周辺で大規模な森林破壊が行われたとみなされる。後期の埴輪窯跡群も存在する

ことから、埴輪生産に伴い周囲の森林の木材が切られ破壊されたことが考えられる。
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菅原東遺跡の火山ガラス分析

奈良教育大学 西田史朗

奈良市教育委員会が1993年に奈良市菅原町で行った市第2572次調査で土層断面から得た火山

ガラスについて報告する。縄文時代の遺物出土層とその下位170mの上層から74点 の試料を採取

し、それらのうち火山ガラスの目立つ試料12点についてエネルギー分散型マイクロスペクトロメ

トリー (EDS)に より主要元素組成を測定し、火山灰の特定を試みた。

作業の流れは為およそ次の通りである (西田、1992a)。

試料→火山ガラス抽出→箭分け→超音波洗浄→マウンティング→カーボン蒸着

→スペクトラム収集→定量計算→統計計算

分析には」EOL JSM― PS6300走査電子顕微鏡とOxford―Linkエ ネルギー分散型X線スペク

トロメーターを組み合わせたシステムを使用 した。分析条件は、加速電圧 :20kv、 フィラメン

ト電流 :100 μA、 照射電流 :65μ μA、 分析倍率 :1000倍でスポット分析、測定カウント数 :50

0000カ ウント以上/全チャンネルである。この分析パラメーターは分析元素数、標準試料ととも

に一連の火山ガラスの分析中では固定されている。定量計算はLink ISISプ ログラムにより標準

試料を用いて行った。分析結果はZAF補 正のうえ、 8元素の酸化物重量パーセントで示した。

Feについてはtotal Feを FeOと して示した。予備実験の結果、EDS分 析では波長分散型X線マ

イクロアナライザー (WDX)分 析に比べ照射電流がおよそ二桁小さく、電子線照射によって火

山ガラス中のH20含量に検出できるほどの変化がみられないことがわかった。したがって一連の

火山ガラス分析ではH20を考慮に入れない。

I 火山ガラス分析の結果

火山ガラスの主要元素組成分析の結果を表 1に示す。主要 8元素について自然界に多い酸化物

の形で表現し、全体で100%になるように計算した。

実体顕微鏡と走査電子顕微鏡 (SEM)下 の観察では火山ガラスはパブル・ ウォール型で、中

程度の厚みをもつ。SEM像 としてガラス表面に腐蝕跡が顕著に認められる。

Ⅱ 火山ガラスの同定
SEM像 として表面形態を比較すると、今回出土したほとんどの火山ガラスは中程度の厚みの

バブル・ ウォール型を示す。アカホヤ火山ガラスより厚く、姶良 (AT)火山ガラスよりさらに

厚いものが含まれる。火山ガラスの表面には腐蝕跡がみられることが多いが、今回の火山ガラス

でも一面に腐蝕跡がみられる。表面形態からアカホヤ火山ガラスと姶良 (AT)火山ガラスの混

在が予想されるが、さらに別の火山ガラスが混じるように思われる。

表 1はそれぞれの試料から得た火山ガラス片20個の測定値の統計結果である。測定値の散らぼ

りを知るために標準偏差を併せて示したが、すべての試料について、またすべての元素について、

とりわけSi02については1,0を はるかに越える統計値が計算され、どの試料についても単一起源

の火山ガラスとは思わない。

そこで近畿地方の代表的な第四紀後期火山ガラスの主要元素組成と比較するVAIS(西田、19

92a)を、測定したすべてのガラス片について適応 した。

その結果、 3種の火山ガラス、すなわちアカホヤ火山ガラス、姶良 (AT)火山ガラスに加え

てあやめ池火山ガラス (西田、1992a)が 混在することがわかった。あやめ池火山ガラスは今回

の発掘地点の上流部にあたる奈良市あやめ池周辺に露頭する第四紀中期の火山灰層で、大阪層群

-2許
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つMa3海成粘土層の上位に位置する。
地形的にも今回の発掘地点は、あやめ池火山灰層露頭の下流部にあたり、上流の露頭から洗い

流されたあやめ池火山ガラスの再堆積 したものと考える。

VAISに よる各ガラス片の同定結果を図 1に まとめて示す。各試料のガラス片は20イ固で、相対

比で示した。アカホヤ火山ガラスとあやめ池火山ガラスは、すべての試料から検出される。姶良

(AT)火山ガラスは4試料で見つかる。区別された 3つの火山ガラスの構成比は異なるが、層
位的に最上位を占めるアカホヤ火山ガラスの火山灰が最下位のスー74層準から連続して産出する。

このことはスー74層準は既にアカホヤ火山灰の降灰層準よりも上位に位置していることを示す。

したがって試料採取断面はすべてアカホヤ降灰以降の堆積物で、 3種類の火山ガラスは上流部に

堆積 していたものが洗い流されて再堆積 したものと考える。

通常アカホヤ火山ガラスはバブル・ ウォール型を示し薄手で、姶良 (AT)火山ガラスは同じ
型を示 しても相対的に厚い。今回検出されたのは、薄手のものが非常に少ない。このことは、降

灰→堆積→洗い出し→運搬→再堆積の過程で薄手の火山ガラスが破壊あるいは磨耗 し尽 くし、結

果的に淘汰されたと考える。
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